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取扱説問

ご使用になる前に必ず

お読みくださいo

A 
この製品を安全に、また正しくお使いいただくために

必ずこの取扱説明書をお読みください。

.間違えた使い方をすると事故を引き起こすおそれが

あります0

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管してく

ださい。

松山株式会社



ニブロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。

[はじめに f
.この取扱説明書はあぜぬり機の取扱方法と使用上の注意事

項について記載しであります。ご使用前には必ず、この取

扱説明書をよく読み十分理解されてから、正しくお取扱い

いただき、最良の状態でご使用ください。

.お読みになった後は、必ず製品の近くに保管し、常に読め

るようにしてください。

.製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、この取扱説

明書を製品に添付してお渡しください。

・この取扱説明書を紛失、または損傷した場合は、すみやか

に弊社、またはお買い上げいただきました販売庖・農協へ

ご注文してください。

・品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変更をおこな

うことがあります。そのような場合には、本書の内容、お

よび写真・イラス トなどの一部が、本製品と一致しない場

合があり ますので、ご了承ください。

.ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買い

上げいただきました販売庖・農協へこ・相談ください。

.&.印{すきの下記マークは、安全上、特に重要な事項です。

必ず守って作業をしてください。

A危険;;ま2222;LEfたは

A警生その警告文に従わなかった場合、死亡または

盲目重傷を負う危険性があるものを示します。

A注意
その警告文に従わなかった場合、ケガを負う

おそれのあるものを示します。

-この取扱説明書には安全に作業をしていただくために、安

全上のポイント「安全に作業をするために」を記載してあり

ます。ご使用前に必ず読んでください。

安全に作業をするために 1 

蓄告ラベ)Lの種類と位置 5 

本製品の使用目的について 巴

保置画にて〉いて .....................6 

アフターサービスについて 日 日

補修部昂と供給年限について ー 自

主要諸元 7 
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安全に作業をするために 1 
ここに記載している注意事項を守らないと、死亡・傷害事故や、機械の破損の原因に

なります。よく読んで安全作業をしてください。

一般的な注意事項

ム警告こんなときは運転しない

・過労・病気・薬物の影響・その他の理由により作業に集中できないとき

・酒を飲んだとき

.妊娠しているとき

.18歳未満の人

ム警告作業に遇した服装 をする

はちまき 首巻き 腰タオルは禁止です。

ヘルメツト すべり止めのついた靴を着用し、だぶっきのない服装を

してください。

[守らないと]機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれが

あります。

A警告機械を他人に貸すときは取扱方針説明する

取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように

指導してください。

[守らないとl死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれが

あります。

ム警告機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

機械と一緒に「取扱説明書」を渡し、必ず読むように指導してください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれが

あります。

A警止 トラクタに作業献装着するときは
ロ 必ず卜ラクヲの取扱説明書を読む

トラクタに作業機を装着する前に、必ずトラクタの取扱説明書を読み

よく理解してから作業機の装着をしてください。

[守らないと]傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

A警告重量バランスの調整をする

トラクタに重い作業機やアタッチメントを装着するときは、

トラクタメーカ純正のバランスウェイトを付け、バランス

調整をしてください。

[守らないとl傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

。



ム注意公道の走行は作業椴着禁止

トラクタに作業機を装着して、公道を走行しないでください。

必ず、作業機を取外して走行してください。

[守らないと]道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

A注意機械の改造禁止

改造をしないでください。保証の対象にはなりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

A注意点検・整備をする

機械を使う前と後には必ず点検整備をしてください。

[守らないと]事故・ケガf・機械の故障をまねくおそれがあります。

A 注意点検整備中はエンジンを停止する

点検・整備 修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを

停止してください。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告点検董備は平らで固い場所でおこなう

交通の邪慌にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない

平らで闘い場所で点検整備をしてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれが

あります。

A注意カバー類は必ず取付ける

装着のときや、点検・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれが

あります。

A注意 間に合った工具を正しく使用する

点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを

正しく使用してください。

[守らないと]整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。
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作業時の注意事項

A警告作業携の着脱は平らな場所でおこなう

作業機の着脱は、平らで固い場所でおこなってください。

[守らないと]下敷きになったり、ケガをしたりします。

ム注意 カプラのハンドルには絶対に手をふれない(4セットシリーズ)

作業機の装着 取外しのとき以外は、絶対にカブラのハンドルには

手をふれなわでください。

[守らないと]作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれが

あります。

A警告 トラクタと作業後のまわりに人を近づけない

トラクタのまわりや作業機との聞に、人を入れないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

ム警告作業機の下にもぐったり、足を入れない

作業機の下にもぐったり、足を入れないでください。

[守らないと]何かの原因で5作業機が下がったときに、傷害事故を負う

おそれがあります。

A警告 機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、

巻き付きを外してください。

[守らないと]機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

A注意作業脈融はエンジンを停止しておこなう

作業機の調整をするときは、作業機を下げ、トラクタの

駐車プレーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

I守らないと]傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

ム警告傾斜地では、ゆっくり大きく回る

傾斜地での高速 急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクタ速度を落とし、大きく回ってください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

@ 



A警告作業機の落下防止をする

作業機の落下を防止するため、 idl圧スト ップパルプを完全に「閉め」て

ロックし、さらに作業機の下へ台を入れてください。

[守らないと]死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

ム警告 アユミ齢、強度・長さ・嘱の十分あるものを使用する

積込み、積降ろしをするときは、平らで交通の邪魔にならない場所で

トラ ックのエンジンを止めます。動かないようにサイドプレーキをかけ、

車止めをしてください。使用するアユミ板は強度長さ 幅が十分あり、

すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは荷台高さの 4倍です。

[守らないと]事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

A警告子供を機械に近づけない

子供には十分注意し、近づけないでください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意オフセット時は、機体後方を持って動かす

オフセット (作業時と移動時の位世変え)のときは、 ⑧アーム、 ③ミッシ ョ

ンケース (UZ)、③ミッションフレーム (AZ)など動く部分を持たないで、

機体後方を持って動かしてください。

[守らないと]手をはさむなど、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

格納時の注意事項

A注意 あぜぬり機単体の転倒防止をする

スタンドを必ず付け、転倒防止をしてください。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。

A注意格納時はカプラを外す (4S. 3 Sシリーズ)

格納するときは、必ずカブラを作業機から外し、地面に置きます。

カブラのハンドル操作を間違えると落下します。

[守らないと]傷害事故を引き起こすおそれがあります。
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圃園善幸~J助E3j主.，~蹄ヨ圃

. 警 告ラベルは図の位置に貼つであります。 よくお読みになっ て安全に作業をしてください。

. 警 告ラベルは、汚れや土を落とし、常に見えるようにしておいてください。

・紛 失 ま た は 破 損 された場合には、お買い上げいただいた販売庖、または農協へ下記型式、およびコードナンバー

でご注文のほどお願いいたします。

L 

C1 8750-318000 

A 注意

匝通躍監加盟警告2警告示.

C10 8750-337000 

IIA注意

日白骨
-作づケ現かガ院中琢をやS毎回く路だlさ手近いで い.
. するおそnb'
あります.

四 一 沼 町

W1 8750-316∞o W2 8750-317000 

A嘗告 A嘗告

'リt弘、、a

-軸エを作がン回織ジ施機ンま中のたはPTQじ主 手や足
中や下へ入

れ'"いでくだ古そし¥.が
-ケガをするおれ
あります.

日7i500w 3160四3

告目。
.清泊作ッ業婦Eプ機を陣バ行の下ル修忽防ブ理止をう用と・点機き降、

のスト
ロック

く{閉だ}さ方い向.に蹄込んで

.作ケ業ガを機すが降るお下そしてれが

あります.即日-J17闇

ネームプレート

W2 
W24 

C28 8750-383000 

A注意
.才フセット時は、樋体

後方を持って、勘かし

てください。

-手を1;1;古砂、ケガを

するおそれがあります。
C皐回目" 口-=

W3 8750-326000 

A嘗告

ぷ
-作機機を漕脱するとき
はトラクターと作業機
の聞に立たZ互いでくだ
さい.

-はさまれてケガをする
おそれがあります.

同-~叩

@ 

D2 

4辺住

W6 8750-323000 

A嘗告

~~ 
.運転中は、動いてい

る部分に手をふれ砿

いでください.

-ケガをするおそれが
あります。

園時~四

D2 

8750-314000 

-これは入力軸田力パ
ーです.

.作業機をトラウタ
に装置誼lま必す取り
コけてください.

-ケガをするおそれが
あります.回目白3

W24 8750・368000

A嘗告

妥ふ
-移動E百圃喝の出入り
の隠は必す作集織を
中央位置に固定して行
芯ってくだ古い。

-簸触また隊配偶により
ケガをするおそれが
あります.

刷官487&口~



E 韮常世，IF3iilEI訓担回世4・
.このあぜぬり機は、水田のあぜ塗りに使用し、使用

目的以外の作業には、決して使わないでください。

使用目的以外の作業で故障した場合は、保証の対象

にはなりません。

・あぜぬり機は決められた適応馬力で設計していま

す。適応トラクタ馬力の範囲内で使用してください。

範囲を超えての使用は故障の原因となり、保証の対

象にはなりません。

・あぜぬり機は「標準3点リンクJi特殊3点リンクjで

設計しています。他の規格では装着ができません0

・あぜぬり機の改造は決しておこなわないでくださ

い。保証の対象にはなりません。

l保証書について!
「保証書jはお客様が保証修理を受けられるときに必要

となるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。

@ 

lアフターサービス!こついて I
機械の調子が悪いときは、この取扱説明書を参照し，点

検してください。

点検・整備しでも不具合がある場合は、お買い上げい

ただいた販売底農協、または弊社までご連絡くださ

し、。

なお、部品のご注文は販売庖・農協に純正部品表(パー

ツリスト)が備えてありますのでご相談ください。

.ご連絡いただきたい内容

・型式名と製造番号

.ネームプレートを見てください0

・ご使用状況

・ほ場の条件は、石が多いですか P

強粘土ですか?

・トラクタの速度は予

ー PTOの回転数は予

・どのくらい使用されましたか?

-約口口アール、または 口口時間

・不具合が発生したときの状況をなるべく

くわしく教えてください。

EE能訓示回出荷言~~I~n.. 
.補修部品は、純正部品をお買い求めください。

市販類似品をお使いになりますと、機械の不調や性

能に影響する場合があります。

に

.この製品の補修用部品の供給年限(期間)は、製造打 f 

ち切り後 9年です。ただし供給年限内であっても、 」

特殊部品については納期などご相談させていただく

場合があります。

・供給年限経過後であっても、部品供給のご要請があ

った場合には、納期、および価格についてご相談さ

せていただきます。



| 主要諸元 E 

型 式・区 分
U Z 300・350

-48 -38 -08 -18 -A 1 I -A2 IーB

駆 動 方 式 PTO駆動

体機す法

全長 (皿) 1840 1640 1705 I 1750 I 1705 
全臓 (mm) 1565 

全高 (mm) 1320 

質 量(kg) 340(345) 325(330) 330(335) 

適応トラク夕刊 18.4~36.8 

" (PS) (25~50) 

着装方式

種類 8J:'l工標準3点オートヒ ッチjlSO.l型 リ標ン準ク3直点装 日良工特殊3点オート ヒッチ

カブラの型式 ES ロータリ ーのカプ7を使用

呼称 4セット 3セット 0セット lセ ット A-l形 IA-2形 IB形

ジョイント型式 CLCV-Z CECV CECV ロータリーのジョイントを使用

C 
あぜ高さ (cm) 20~25 最大30(25~30 最大35)

標準耕深 (cm) 7 

耕深調節方法 耕深ハンドル調整

標準作業速度(凶Ih) 0.4~ 1.0 

ディスク径 (c澗) 75(85) 

オフセット調節 中あぜ作業+3段階 車輪幅(外幅) 125~140/135~155/150~165cm 

作業能率(分l100m) 6~15 

中あぜ高さ (cm) 15~20 (オプション)

型 式-区 分
A Z 350 

-48 -38 -08 ー18 -A 1 I -A2 I -包

駆 動 方 式 PTO駆動

体寸法機

全長(醐) 1825 1625 1690 I 1735 I 1690 
全 幅 (mm) 1545 

全高 (mm) 1285 

ぐ 質 量(kg) 330 315 320 

適応トラクタ kW 18.4~36.8 

" (PS) (25~50) 

装4方式会合i
種類 日l'k工標準3点オートヒッチJISO.l型 リ標ン準ク3直市装 日農工特殊3点オートヒ ッチ

カブラの型式 ES ロータリーのカプフを使用

呼称 4セット 3セット 0セット 1セット A-l形 IA-2形 IB形

ジ ョイ ン ト型式 CLCV-Z CECV CECV ロータリーのジョイ ントを使用

あぜ高さ (cm) 25~30 最大35

標準耕深 (cm) 7 

耕深刻 節方法 耕深ハンドル調整

標準作業速度(km/h) 0.7~ 1.2 

ディスク径 (cm) 85 

オ フ セ ット調節 中あぜ作業+3段階車輪幅(外幅)125~140/135~155/150~165cm 

作業能率(分llOOm) 5~8.5 

中あぜ高 さ (cm) 15~20 (オプション)

.本諸元は改良のため、予告なく変更する ことがあります。

機体す法は格納時の仕様です。UZの( )は、 350シリーズです。

@ 



| 宮部のなまえと組立 | 
回 各部のなまえ

①マスト

②カブラ

③スタンド

①チェーンケース ⑫土止め板 ⑧ロット

⑫アームチェーンケースカバー ⑬上面ローラーカバー

⑬チェーンケース2 ⑬上面ローラ} ⑫入力軸カバー

⑧ジョイント④スト ッパー付きキャスター

⑤キャスター

⑥ロワーピン

⑦ロワーピンガイド

③ミッションケース (UZ)

A注意

⑪ディスクカパ}

@薄井うん部カハー

⑬耕うん部前カバー

⑬耕深ハンドル

⑬方向輪

⑬ガイド板

・摺包を解体するときは、まわりの人や物に注意して

ください0

・木枠やダンボールの「クギ・ハリ」などには十分注意

してください。

守らないと、「クギ・ハリJや木枠でケガをすることが

あります。

@ 

上面ローラー延長

⑫耕うん軸

@耕うん爪

②入力軸

⑫入力軸カバー

⑫支えパイプ

回組立

⑧ディスク (ウィング)

(1 )左右のスタンドを取付けます。

@ストッパー付きキャスターが、前側になります。

(2)AZは、土止め板を、取付穴の右側に取付けてくだ

さい。(22ページ参照)
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ト トラクタの規格 | 
-あぜぬり機の 3点リンク装着システムは、「標準 3

点リンク規格Jと日農工統一規格「日農工標準 3点オ

ートヒ yチ」、および「日農工特殊3点オートヒッチJ
を採用しています。

・「標準 3点リンク規格」は 3点リンクとジョイントを

手で付けます。(1セット)

・「自民工標準 3点オートヒッチ」はさらに 4セット・

3セットー Oセットと 3種類に分かれます。

4セットは 3点リンクとジョイントが同時に自動装

着でき、 3セットは 3点リンクのみが自動装着で、

ジョイントは手で付けます。0セットはすでにお手

持ちの 4セットシリーズ作業機と共用するため、カ

ブラ、およびジョイントは標準装備していません。

( ・「自民工特殊3長オートヒッチ」は1A-l形JIA-2形」

ぐ

IB形」の 3種類があり 、3点リンクとジョイントが

同時に自動装着できます。

トラクタに付属しているロータリーと同じ方法で装

着します。カブラ・ジョイントは同じものを使用し

ますので、あぜぬり機には装備していません。.3点リンク装着規格の判別は、型式の末尾で判断し

てください。

型式末尾 3点リンク規格 呼称

-4 S 4セット

-3 S 日~工標準 3 点オー トヒ ッチ 3セット

-0 S 0セット

-1 S 標準 3点リンク Iセット

-A 1 A-l形

-A 2 d 日成工特殊3点オートヒッチ A-2 J~ 

-B 町 B形

| 3点リンクの調整 | 

A注意
・トラク台の取級説明書13点リンクの規格」をよく読

んでくださし、。守らないと、取付けができなかった

り、機械の損傷やケガの原因になります。

@ 

右口ワーリン

回 4S/3S/0S シリーズ

.カブラは「標準 3点リンク規格」です。 トラクタの 3

点リンクも標準3点リンクでないと装着ができませ

ん。

.特殊3点リンク規格の場合は、特殊3点リンク用ト

ツプリンクプラケットをタ十し、 トップリンクを襟準

3点リンク用の両側にターンパックルの付いた、長

いものに替えてください。

・作業機の上がり量、下がり量;が不足する場合は、リ

フトロッドの取付穴位置を上下の穴に移して調整し

てください。

回1Sシリーズ

・あぜぬり機の装着は「標準 3点リンク規格」です。 ト

ラクタの 3点リンクも標準3点リンクでないと装着

ができません。

・特殊3点リンク規格の場合は、特殊3点リンク周ト

ップリンクプラケ ットを外し、ト ップリンクを標準

3点リンク用の両側にターンパック Jレの付いた、長

いものに替えてください。

・作業機の上がり量、下がり量;が不足する場合は、 リ

フトロッドの取付穴位置を上下の穴に移して調整し

てください。

回 Al/A2/Bシリーズ

・トラクタの 3点リンクの規絡を取扱説明書で確認し

てください0

・ロータリーに付いているカブラを使用します。

・ローダリーの装着と同じ位置に、トップリンクロ

ワーリンクの位置を調節します。



| 持ち上げ時の注意 | 
囚 トラクタに装着したときは、「最上げj時にトラクタ

とあぜぬり機がぶつからないように、油圧をゆっく

り上げながら確認します。特にキャビン付きトラク

タの場合は、背面のガラスを突き上げないように注

意してください。

国トラクタにより、スイッチで「最上げ」まで自動上昇

する機騒があります。作業機が勢いよく上がるため、

トラクタとあぜぬり機との間隔を10cm以上聞け、上

げ規制をしてください。

図 トップリ ンクやロワーリンクの取付穴位置、および

リフトロ ッドやト ップリンクの長さを変えた場合に

は、 調整をやり直してください。

A注意
・トラクタの取扱説明書f3点リンク、および油圧関

係」をよく読んでください。守らないと、機械の損

傷やケガの原因となります。

| 装着姿勢 | 
A警 告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

カプラで装着できるように、あぜぬり機の姿勢を調節

します。

回スタンドホルダーにスタンドを差し込み、止めピン

で固定します。

キャス合一

⑪ 

回 キャスターは2種類あります。ス トッパー付きのキ

ャスターを前側に、スト ッパーなしのキャスターを

後ろ側に組付けてください。

回 出荷時は装着姿勢(中央セ ット)になっていますので、

そのまま装着できます。

中央セットになっていない場合は

(I ll1震浅ハンドルを回して、ロータリ一部をオフセッ

ト-着脱の位置まで下げます。

(2)機体を中央に寄せ、移動・着脱位置に合わせて固定

ピンで止めます。

A注意
・装着・移動(中央セ y ト)の状態で、 PTOを固さな

いでください。守らないと、ジョイント鳴りや、振

動が発生し、破損の原因になります。
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| カブラの準備 (48/38)

.4セットの場合は、ジョイントのダンボール箱に入

っているサポートプレートと連結枠を取付けてくだ

さい。.3セットの場合は不要です。

ESカブラ

番号 部 品

① サポートプレート

名

② ボルト M12x30 7T 
③ ばね座金 M12 
④ ナット M12 
⑤ 連結枠

数量

2 
4 
4 
4 
I 

①⑤  サポ トプレ トASSY 5447 933000 

⑪ 

|カブラの取付け (48/38)

.ここでは 4セットを中心に説明します。4セットと

3セットの違いは、ジョイントが自動装着か、手で

付けるかの違いです。

A警告
・カブラの装着・取外しは、平らで固い場所在選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

い。守らないと、死亡事故や傷害事故につながりま

す。

ム注意
・トラクタ取扱説明書のf3点リンクの規格Jをよ く読

んでください。

ePTOクラッチを切り、トラクタのエンジンを必ず

停止してカブラの取付けをします。

・必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと、取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因になります。

回トラクタの油圧レバーを操作し、ロワ ーリ ンクを

「最下げ」にします。 トラクタの PTO軸にジョイン

トの広角仰H大きい方)を取付けます。

回 カプラをトラクタのトップリンクに、 トラクタに付

属しているトップリンクピンで取付けます。

回左右のロワーリンクに取付けます。

内側セットと外側セットができます。 トラクタの 3

点リンク規格に合わせてください。

ESカブラ

内側セット

]IS 0大

外側セット

]IS 1 



囚ジョイントをサポートプレートの上にのせます。ス

テッカ一面を上にして、ジョイントを折りながらサ

ポートプレートの切欠き部へピンを入れます。

固あぜぬり機を装着するまでは、 トラクタの中心に合

わせ左右均等に、やや多く振れるように、チェック

チェーンで仮り止めをします。

固 トップリ ンクの長さは、 ロワーリンクの地上高36cm

ほどのとき、カブラが垂直になるように調節します。

| 装着の順序 | 
-~I:'軍帽畳:vB.=if._

A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・トラクタのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもくったり、足を入れたりしない

でください。

・あぜぬり機の調整をするときは、トラク空の駐車ブ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、工ンジンを停止してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

ここでは、 4セットを中心に説明します。4セットと

3セ・ノトの違いは、ジョイントが自動装着か、手で付 C 
けるかの違いです。

回カブラのハン ドルを引き、フックを解除し、装着状

態にします。
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く

wゆっくりトラクタの油圧を上げて、 トップフックで

トップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンガイドがカプラに入ります。

囚 ハンドルを押し、フックで固定します。

4セットの場合は、ジョイントも同時に入力軸のス

プラインに入ります。

国 ハンドルをスト ッパーで確実にロ ック してくださ

し、。

ハンドル

ストッJて

A注意
・装着・取外しのとき以外は、必ずハンドルストッパ

ーをかけ、ハンドルをロックしてください。守らな

いと、誤操作であぜぬり機が外れ、機械の損傷や傷

害事故の原因になります。

@ 

補足

-フックが当たったり、ジョイントが入ら

ない場合は、トラクタの油圧を下げであ

ぜぬり機を外し、始めからやり直してく

ださい。

・あぜぬり機が左右に傾いているときは、

トラクタの右側リフトロッドの長さを調

節し、あぜぬり機の傾きにカブラの傾き

を合わせてから装着してください。

-E・Bε・・・書量mJ::liit:_

A警告

・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・卜ラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・あぜぬり機の調整をするときは、トラクタの駐車ブ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、エンジンを停止してください。

・卜ラクヲとの装着バランスが悪い場合は、トラクヲ

メーカ純正のバランスウェイ卜を付け、バランス調

整をしてください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

回 トラクタをあぜぬり機の中心に合わせ、ま っすぐパ

ック します。

固 トラクタの左ロワーリンクにあぜぬり機の左ロワー

ピンを取付けます。

団 トラ クタの右ロワーリンクにあぜぬり機の右ロワー

ピンを取付けます。高さが合わないときはレベリン

グハンドルを回し、リフトロ ッドの長さを調節して

取付けてください。

固あぜぬり機のマストに、ト ップリンクの長さを調節

して取付けます。

補足

・ト ップリンクが取付けしづらい場合は、油

圧をゆっくり上げてあぜぬり機の前を少し

浮かします。

ロワーピンの地上高を60cmほどにします。

・勢いよしまたは大きく上げると、あぜぬ

り機が後ろに倒れ、機械の損傷やケガの原

因になります。



回 トップリンクが短い(縮まった)状態で油圧をいっぱ

いに上げると、あぜぬり機とトラクタが当たる場合

があります。入力軸がほぼ水平になるように、 トッ

プリ ンクを伸ばしてください。

-.:t生掴.!lIrl!l'"-I'，4:1oW1唖:::T!..

A警告
・あぜぬり機の装着は、平らで固い場所を選び、いつ

でも危険をさけられる態勢でおこなってください。

・あぜぬり機の装着は、トラクタ付属のロー空リーと

同じ順序です。 トラクタ取扱説明書の「口-$1リー

の取付け・取外し」の項を参照してください。

・トラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

・あぜぬり機の調整をするときは、トラクヲの駐車フ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、エンジンを停止してください。

・卜ラクヲとの装着バランスが懇い場合は、トラクヲ

メーカ純正のバランスウェイ卜を付け、バランス調

整をしてください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

-トラクタ付属のロータリーのカブラ(別名フレーム・

ヒッチ)、およびジョイントを兼用であぜぬり機に

も使用します。

.トラクタへの取付け・取外しは、トラクタ付属のロ

ータリーと同じ方法でおこないます。

・トラクタの型式、および3点リンクの規格で装着の

方法は異なります。ここでは一般的な説明をします。

回 カプラのハンドルを操作し、ロータリーを外します。

固 トラク タをあぜぬり機の中心に合わせ、まっすぐパ

ックします。

トラクタの油圧を下げて、カブラのト ップフ ックを

あぜぬり機のト ップピンの下へくぐらせます。 トラ

クタとあぜぬり機の中心が合うまで繰り返してくだ

さい。

国ゆっくりトラクタの油圧を上げて、トップフ ックで

トップピンをすくい上げます。

あぜぬり機のロワーピンがカブラに入ります。

@ 

囚 ハンドルを操作し、フ ックで固定します。必ずスト

yパーをかけ、ロ ックします。

※フックが当たったり、 ジョイ ントが入らない場合は、

トラク タの油圧を下げてあぜぬり機を外し、始めか

らやり直してください。

※あぜぬり機が左右に傾いているときは、 トラクタの

右側リフトロッドの長さを調節し、あぜぬり機の傾

きにカブラの傾きを合わせてから装着してくださ

U 、。
固 フックがストッパーで確実にロ ックされているか、

必ず確認してください。

C 



ジ・ヨイントの取付け l 
ム注意
・PTOクラッチを切り、卜ラクヲのエンジンは必ず

停止させ、ジョイントの取付けをしてください。守

らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

ぐ

ジョイントの長さは、装着するトラクタの型式によ

り異なります。ご注文時にトラクタの型式を明示い

ただければ、その型式に適応したジョイントが付属

されます。型式が不明の場合は標準の長さの物が付

属されます。

※長すぎるジョイントを装着すると、 トラクタのPT

O軸か作業機の入力軸を突き、破損させます。

※短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイント

が破損します。

回長さの確認

次の方法で長さの確認をしてください0

+48シリーズ

(1) 3点リンクにカブラを取付け、装着の姿勢にトップ

リンクの長さを合わせます。

(2)油圧をいっぱいに下げ、ジョイントをセットします。

(3)ジョイントを見ながら、油圧を少しずつ上げ、水平

になった所で、突いていなし、か確認します。突いて

いる場合は、長い分を切るか、短いものと交換しま

す。

(4)油圧を上下して、ジョイントの「カパースキマ」が下

表の範囲以内にあるか調べます。

※スキマが大きすぎるとジョイントの強度が不足しま

す。長いものと交換してください。
ぐ

最縮全長

カバースキマ

種類 ジョイント型式 最総長 カパスキマ
(醐)

4 CLCY-Z655 650 28-106 
セ
ツ Z705 700 28-156 
〉ト〆 Z755 750 28-2日6
ヨ

イ Z805 800 28-256 
ン
ト Z855 850 28-306 

+38/18シリーズ

(1)あぜぬり機をゆっくり上下し、 トラクタのPTO軸

とあぜぬり機の入力軸が同じ高きになったところで

油圧をロ ック L、エンジンを止めます。

(2)PTO軸へジョイントを取付けます。

(3)ジョイン トをいっぱいに縮め、ジョイントの先端と

あぜぬり機の入力軸との閑に 1cmほど間隔があれば

そのまま使用できます。

間隔がない場合は、長い分を切断します。

PTO軸慣IJ 入力軸側

岡D 叶
L冊

1 cm程度

(4)i由圧を上下して、ジョイントの「カバーのスキマJが

下表の範囲以内にあるか調べます。

※スキマが大きすぎるとジョイントの強度が不足しま

す。長いものと交換してください。

種類 ジョイント型式 最綿(皿全)長 カパースキマ
(四m)

広角ジ
CECY-660 660 26-148 

2 710 26-198 
ヨ

イ 3 810 26-298 
ン
ト 4 910 26-398 

国ジョイントの切断方法

(1 )長い分だけプラスチ

ックカバーをオス

メス両方切り取りま

す。

@ 



(2)切り取ったプラスチ

ックカバーと同じ長

さを、シャフトの先

端から計ります。

(3)シャフトを高速カッ

タか金ノコでオス

メス両方切断しま

す。

※高速カッ空は回転

が速く、ケガをす

る恐れがあります。十分注意して作業をおこなっ

てください。

(~)切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリースを塗

りオス メスを組合わせます。

回 取付方法

(1 )ジョイントのロックピンを押しながら、 PTO軸、

および入力輔lへ挿入し、ロックピンを軸の溝で止め

ます。

ハンマーなどでジョ

イントをたたき、強

引に入れないでくだ

さい。

ロッ クピンが軸講に

正確に入札ロック

ピンの頭が 1cm以上

出ていることを、ト

ラクタ側、作業機側

ともに確認してくだ

さい。

1cm 

以上

3セット、および lセットの場合は「普通広角ジョ

イント」を取付けます。

ジョイントの広角側(大きい方)をトラクタのPTO

軸に付けます。

作業機入力軸 トラフタPTO車自

中hv 

品
叶

入力軸カバーは、 Rピンを抜くと上に上がります。

ジョイントを付けるときだけ上げてください。

C 

C 

入力軸カバー

(2)ジョイントカバーの

チェーンを、トラク

タの 3点リンクが上

下しでも動かない場

所につなぎます。3

点リンクを上下しで

も引っ張られないよ

うにたるみを持たせ 「ジョイントカパ

ます。

A危険
・取外した卜ラクヲのPTO軸カバー、あぜぬり機の

入力軸カバーを、もとどおりに取付けてください。

守らないと、巻き込まれて傷害事故の原因になりま

す。

@ 



( 

く

トラクタとの調整 | 
A警告
・あぜぬり機の調整をするときは、トラクヲの駐車ブ

レーキをかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置に

し、ヱンジンを停止してからおこなってください。

・卜ラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

回 前後角度調節

(1)4S/3S/0S/1 Sシリーズ

あぜぬり機の入力軸が水平になるように、 トップリ

ンクの長さを調節します。

(2)A1/A2/Bシリーズ

トップリンクの調節ができません。「トラクタ付属

ロータリー」の装着長さに合わせてください。

固 水平の調整

あぜぬり機の左右が作業のときに水平になるよう

に、 トラクタのレベリングハンドルを回して、右リ

フトロッドの長さを調節します。

補足

作業のときは、ディスクが元あぜに釆り、右側が

やや上がります。リフトロッドを伸ばし右側lを下

げ、 作業l時にあぜぬり機が水平になるように調墜

してください。

固「量上げJ位置の調節

PTOを回転させながら、ゆっくりあぜぬり機を上

げ、振動や異音の出ない位置で油圧レバーを止め、

「上げ規制ストッパーJで固定します。

10ページ「持ち上げ時の注意jを参照してください。

@ 

移動・ほ場への出入り | 
A警告
・作業状態では、あぜぬり機が車輪幅より右側に出る

ため、移動・走行が危険になります。必ず中央セッ

卜に戻してから移動・走行をしてください。

・高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてく

ださい。

・運転者以外の人や物をのせないでください。

・子供には十分注意し、機械へは近づけないでください0

・ほ場への出入りは、必ずあぜと直角にしてください。

・急な上り坂で前輸が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輸のバラ

ンスを考えながら、卜ラク歩メーカ純正のバランス

ウェイ卜をf寸けてください。

・あぜ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使

用し、地面に接しない程度に作業機を下げ、重心を

低くしてください。使用するアユミ板は、強度・長

さ・幅が十分あり、滑り止めのある物を選んでくだ

さし、。

-両側に溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路肩

に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったとこ

ろは通らないでください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲにあぜぬり僚を装着して、公道を走行しな

いでください。守らないと、「道路運送車両法違反」

となり、事故を引き起こす原因になります。

・オフセット(作業時と移動時の位置変え)のときは、

⑧アーム、 ③ミッションケース (UZ)、③ ミッショ

ンフレーム (AZ)など動く部分を持たないで5、機体後

方のハンドルを持って動かしてください。

守らないと、手をはさむなど、傷害事故を引き起こ

すおそれがあります。

J、ンドJレ



回 移動のときは、あぜ

ぬり機をいっぱいに

上げ、油圧ストップ

パルプを完全に「閉

め」て、下がるのを

防ぎます。あぜぬり

機が左右に振れない

ように、チェックチ

ェーンを張り、ロッ

クナットを締めてく

ださい。

Im~ 1 移動のときは、必ずあぜぬり機を中央セットに

戻してください。

作業状態のまま移動走行すると、振動によりト

ラクヲの3点リンクを破損させる場合がありま

す。

・ス$Iンドをセッ卜してトラック輸送する場合は、必

ず運搬用のサポートパーを取付けてください。上下

にゆれてスタンドの取付部が闘がる場合があります。

@ 

| トラクタか5の取外し l 
A注意
・オフセット(作業時と移動時の位置変え)のときは、

⑧アーム、③ミッションケース (UZ)、③ミッショ

ンフレーム(AZ)など動く部分を持たないで、機体後

方のハン卜‘ルを持って動かしてください。

守らないと、手をはさむなと、傷害事故を引き起こ

すおそれがあります。

ハンドル

-・E髭軍属白書mJ::liif41・
A警告

・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

L 、。
-取外すときは、スタンドを取付けてください。

・トラクヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

仁

・あぜぬり機の下へもくεったり、足を入れたりしない ζ 
でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・卜ラク空のPTO変速レバーを「中立jの位置にして、

取外してください。守らないと、誤操作で PTO軸

が回り、傷害事故につながります。

※必ず機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

回あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

固ハン ドルスト ッパーを解除します。

国カブラのハンドルを引き、フックを解除します。

囚あぜぬり機をゆっくり下げます。



ぐ

( 

回 カブラからロワーピンガイドが抜け、ト ップピンか

らトップフ ックが外れたのを確認して、ゆっくりト

ラクタを前進させます。

外れない場合は、 トラクタとあぜぬり機の左右の傾

斜が合っていないか、 トラクタがまっすぐ前進して

いなし、かのどちらかです。確認してやり直してくだ

さい。

-E・民:1'...1苦置岨n=Ii!:"

A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで闘い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださ

-トラク空のまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてくださし、。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラクヲのPTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してください。守らないと、誤操作でPTO軸

が回り、傷害事故につながります。

※必ず機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

囚 あぜぬり機へスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

回 あぜぬり機をゆっくり下げます。

固 トラクタのPTO軸からジョイントを外し、次にあ

ぜぬり機の入カ軸から外します。

囚 あぜぬり機のマストから、ト ップリンクを外します。

外れないときは、 トップリンクの長さを調節して取

外してください。

国 トラクタの右ロワーリンクからあぜぬり機の右ロワ

ーピンを外します。高さが合わないときはレベリン

グハンドルを回し、リフトロッドの長さを調節して

取外してください。

国 トラクタの左ロワーリンクからあぜぬり機の左ロワ

ーピンを取外します。

回 トラクタをゆっくり、まっすぐ前進させます。

@ 

-=跨掴E羽田日~，白色目指岨11::::".• 

A警告
・あぜぬり機の取外しは、平らで固い場所を選び、い

つでも危険をさけられる態勢でおこなってくださし、。

・取外すときは、スタンドを取付けてください。

・トラケヲのまわりゃあぜぬり機との聞に、人が入ら

ないようにしてください。

・あぜぬり機の下へもぐったり、足を入れたりしない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故につながります。

A注意
・トラケ告の PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

取外してくださし」守らないと、誤操作でPTO軸

が回り、傷害事故につながります。

※必す機体を中央位置(10ページ装着姿勢)に戻します。

白 あぜぬり機ヘスタンドを取付け、スタンド止めピン

を差し、固定します。

固 カプラのスト ッパーやロ ックを解除します。

回 あぜぬり機をゆっくり下げます。

囚 カブラからロワーピンが抜け、ト ップピンからトッ

プフックが外れたのを確認して、ゆっくりトラクタ

を前進させます。

外れない場合は、トラクタとあぜぬり機の左右の傾

斜が合っていないか、 トラクタがま っすぐ前進して

いないかのどちらかです。確認してやり直してくだ

さい。



| ほ場条件 | 
回ほ場条件

①あぜぬり機の使用前には、ロータリー耕うんをしな

いでください。ロータリー耕うんがしであると、土

中の水分が保たれにくく、あぜがきれいに成形しま

せん。またトラクタの直進走行がしづらくなります。

秋耕しは、あぜ際を I行程残して耕うんしてくださ

し、。

②元あぜの上にある草は除いてください。新あぜが分

荷量し、崩れやすくなります。

③元あぜの高さ…UZ300 25cm以内

UZ . AZ 350 30cm以内

図 作業時のほ場水分

あぜぬり機の性能は、ほ場水分の影響を大きく受け

ます。最適なほ場条件を選び作業してください。

めやす表

土壌水分 手のひらで 砂質 壊土 粘土

(%) 土を握る UZ AZ UZ AZ UZ AZ 

25-30 固まらない × × × × ご込 × 

31-35 少し国まる ム × O × 。ム

36-40 ほどよく固まる 。ム 。O 。*。事
41-45 柔らかく固まる 。。。。。。
46-50 指の聞から出る O 。O 。O 。
-水分40%以上で、 UZシリーズを使用する場合は状

況によ って、スベーサ(t6 )を外してください。

・水分36-40%で粘土質の場合(*印)、ディスクに土

が一番はりつきやすい土質があります。

この場合は、作業を中止して雨が降るか、もう少し

乾いてからおこなってください。

・この表は、 一般的なあぜぬりの「めやす」です。

次の「上手な作業のしかたjを参考にして、条件を設

定してください。

・トラクタの車輪がlOcm以上沈むほ場では、作業をし

ないでください。

・乾いたほ場では、雨上がりに作業してください。

@ 

上手恕作業のしかた | 
A注意
・オフセット(作業時と移動時の位置変え)のときは、

⑮アーム、③ミッションケース (UZ)、③ミ yショ

ンフレーム(AZ)など動く部分を持たないで、機体後

方のハン卜‘ルを持って動かしてください。

守らないと、手をはさむなど、傷害事故を引き起こ

すおそれがあります。

ハンドJレ

田作業状態ヘオフセット

スタンドを外します。

装着 移動の中央位置から、右側にオフセットして

作業状態にします。

ζ 

C 



(1)トラクタの車輪幅に合わせて、 4段階の調節ができ

ます。次の表を参考にして、ロットの穴位置を設定

します。

固定ピン穴
A B C D 

支えパイプ
ロット

/ 0 

Rピン穴ー

。。。
b c d 

車輪幅(外編) 固定ピン穴 Rピン穴

中あぜ作業 A a 

125-140cm B b 

135-155cm C C 

150-165cm D d 

※車輪幅が160cm位になると、オフセット幅がいっぱ

ぐ いになります。少し不足する場合は、トラクタのチ

く

エツクチェーンでも数センチの調整ができます。

(2)Rピンの位置は、固定ピン穴の位置を合わせるため

のストッパーの役目をしています。

オフセット位置が決まったら、 Rピンを差し込み固

定ピンを抜きます。

(3)油圧を下げて機体(重心)を低くしてください。右手

で方向輪のオフセットハンドルを握り、後方に円を

かくようにお側に寄せます。穴位置を確認して、固

定ピンを差し込みます。

オフセット
ハンドJレ

くように
押す

@ 

固方向輸の取付け・調整

車輪幅より右側にオフセットしているため、作業中

は機体が左側に振れたり、トラクタのハンドルがと

られる場合があります。方向輸は機体の振れを吸収

し、直進性をよくするために調節します。

(1 )取付けの穴位置が、 3カ所あります。

UZシリーズは、中央穴と下穴にセットします。

AZシリ ーズは、中央穴と上穴にセットします。

(2)深さのめやすは、 「標準」のめもり位置に合わせま

す。作業をしながら機体の振れや、ハンドルの取ら

れに合わせて調節してください。

・固いほ場ーやや浅めにします。ききすぎて機体

が浮く場合があります。

-j毘田...・H ・..やや深めにします。

※さらに方向輸の直進性をよくするため、方向輸の後

方が進行方向に対して4度開いています。



回ロータリ一部の調節

UZシリーズは、アップカット回転(逆転)

AZシリーズは、ダウンカット回転(正転)

爪軸の回転が異なります。調節方法も変わりますの

でご使用の型式にそって、理解してください。

(1)深浅ハンドルを回して、「標準」に合わせます。

2-3m作業して土量が多い場合は少し浅めに、少

ない場合は深めに調節します。

-ロータリ一部の調節が終

わったら、深浅ハンドル

を倒してください。

作業中の振動で設定位置

が4王わないようにハンド

ルの回り止めになります。

(2)前カバーの調節

(UZシリーズ)

前方への土の飛び出しゃ

深さに合わせて、 3段階

に調節できます。できる

だけ下げて、飛び出しを

少なくします。

‘ー

¥ 
¥ 
前カバー

@ 

-土止め板

あぜ面への土の量を調節します。

標準は「閉じ」の状態で、あぜ面への土の量を多くし

ます。低いあぜを作るときは、土の量が多すぎるの

で「関」にして、土を後ろに逃がします。

(3)ロータリ一部のカバー調節(AZシリーズ)

後方への土のはき出しと、あぜ面への士の量を 2段

階に調節できます。

・標準は右側にセット (ディスクに近く )

・「ぬり厚さ調節」の (2)の場合は、必ず左側に寄せて

ください。ディスクがあたり破損します。

囚 ガイド板(UZシリーズ)の調節

ガイド板はあぜの高きに追従してフリ ーに上下し、

横への土のはき出しを防ぎます。

仁

C 



(2)AZで「少し厚め」にぬる場合(+25mm) 

25カラー 50カラーを内・外入替えます。必ず土止

め板を左側に寄せてください。

50ヵ;ラ

25カ調

固あぜ上面への土量の調節(UZシリーズ)

ピンの差し替えで、 5段階に調節できます。

・聞く …・あぜにのる土の量が多くなり、あぜが高

くなります。

・閉じる・・あぜにのる土の量が少なくなり、あぜが

低くなります。

(3)UZで「薄く 」ぬる場合(-25mm) 

25カラー 50カラーを2個内側に組付けます。

証明コ
国 あぜ上面への土量の調節(AZシリーズ)

横カバーが上下 2段に調節でき、あぜにのる土の量

や横へのはき出しを調整します。

( 

国低いあぜの対応(大径ローラー…別売り)

次のような条件の場合は、大径ローラー(別売り)に

組替えてください。

・元あぜの高きが低く、標準ローラーではあぜ上面

にとどかない。

・ロータリー部やカバーの調節(深さ ・土の:!il:)をし

ても、あぜ上而の事11さえが不足(締まらない)する。

主巴E 902000) 大径ローラー216(部品番号R008

-フロ準
|
|
|

標

回 あぜの「ぬり厚さ」の調節

ディスク軸のカラーを組

替えて、「ぬり厚さ」の調

節ができます。

く

AZは「厚ぬり」の方向に

UZは「薄ぬり」の方向に

調節します。

(1)標準の組付け(UZ-AZ)

ディスク軸

L二

@ 



固上面ローラーの調節

(1 )あぜ上面の幅が広い場合は、延長ローラー(別売り)

を追加してください。

標準ローラーの延長(AZ'UZ共通)

uZOO.ER 延長ローラー凶(部品番号R鵬 9附則 !

大径ローラーの延長(AZ'UZ共通)

延長パイプL AZ(部品番号7104 220000)左下図

ーフー

(2)あぜ上面の幅がせまい場合は、延長部分を外してく

ださい。

血中あぜ部品(別売り)

ほ場の中に、 I行程で「中あぜ」をつくります。

|UZOO-NA 中あぜ部品(組)(部品番号R008 901000) 

標準で 13.5cm 
組合せで 19cm 

24.5cm 

@ 

回 補助ローラー(別売り)

あぜ上面の外側の肩を成形します。

こぼれた土を押さえて上面をキレイにしたり、隣の

水回に土を落とさないようにします。

UZOO-HR 補助ローラー140(部品番号R008 903000) 

補助ローラー

国ウインタの角度調節(UZシリーズ)

UZシリーズは汎用タイプのため、ほ場の条件に合

わせてウイング(6分割)の角度が調節できます。

スベーサで角度をつけ、あぜを「たたく作用」を作り

あぜの締まり(回さ)を調整します。

※ AZシリーズは湿田向け仕様のため、角度調節はあ

りません。

(1)水分が少なめ(乾田)・砂質土の場合

・ゥィングの 3カ所に角度をつけ、あぜ面に「たたく

作用」を持たせ、あぜ面を締め付けるように成形し

ます。

C 
ベースディスク

スベサ(16) 
3ケ

ウィング

-標準組付けは、スベーサ(t6) 3ケです。

Cl6mmと32mmの交互段差になります。)

仁

ζ 



ぐ

( 

(2)水分が多め・粘土質の場合

・ウイングに角度をつけずに、なめらかな回転であぜ

面の仕上がりを優先します。

(角度をつけると 「たたく作用」によって、逆にあぜ

面を削り取り、表面が凹凸になる場合があります。)

C 
ウィング

-スベーサを外して「たたく作用」が出ないようにしま

す。

補足

・ゥィングの「たたく作用」はあぜを締め付ける効

果があり、あぜの表面に少し凹凸が残りますが、

崩れにくいあぜを成形します。

ほ場の水分土質に合わせて調節をしてくださ

し、。

圃シャーボル卜の交換

石や杭などの「かみ込みjによる機体の損傷を防ぐた

め、ジョイント部分にシャーボルトを使用していま

す。

切れた場合は必ず、付属の純正シャーボルトに交換

してください。

入力軸カパ

シャーボルト M6x制クミ) 部品番号R鵬 918000I 

@ 

作業時の注意 l 
ム警 告
・作業中は、トラク告とあぜぬり機のまわりに人を近

づけないでください。

・回転部分に草やワラが巻き付いたときは、 PTO回

転を止め、必ずヱンジンを停止させ、巻き付きを外

してください。

・傾斜地での急旋回は転倒のおそれがあり大変危険で

す。 トラクヲ速度を落とし、大きく回ってください。

・あぜぬり機の調整をする場合は、必ず工ンジンを止

めてからおこなってください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

-作業が終わりましたら、土やゴミを、ほ場内できれ

いに落とし、道路には落とさないでください。

田 作業速度

標準作業速度は、 0.4-1.2km/hです。一般的に水分

が多い場合は速め、水分が少ない場合は遅めにしま

す0

・水分多め…速度は速めで、キレイ、な成形を優先します。

(速度が遅いと、のり面が凹凸になりやすい)

・水分少ない・速度は遅ゆで、あぜの締め付けを優先します五

※めやす表

奇亙(km/h)1.2 1.0 0.8 0.6 0.4 

含水率(%) 50 45 40 35 30 

国 PTO回転数

トラクタの PTO回転数は450-600rpmを使用し

ます。(PTO変速 I速-2速)

トラクタのエンジン回転は1600-2000rpmの範囲

で使用してください。

日目作業中の異常・点検

(1 )振動、異音など作業中の異常は、ただちにエンジン

を止め点検してください。そのまま使用し続けると

他の部分にも損傷が広がります。

(2)30、31ベージの点検整備・異状処置を参照して、必

ず対応をしてください。

・あぜぬり作業は、ほ場の条件(水分・土質)に大きく

左右され、同じほ場でも仕上がりが変化する場合が

あります。「上手な作業のしかたJを参考に調整をし

てください。



-・・'-，;;1;:1人当itat;主司三匹.~
長くお使いいただくためには、日常の保守管理が大切

です。

A警告
・点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。機械が動いたり、倒れ

たりしない平らな固い場所で、トラクヲの前輪には

車止めをしてください。

・点検・整備をするときは、トラクタの駐車ブレーキ

をかけ、 PTO変速レバーを「中立」の位置にし、エ

ンジンを停止してからおこなってください。

・あぜぬり機の落下を防止するため、油圧ストップバ

ルブを完全に「閉めJてロックし、あぜぬり機の下へ

台を入れてください。

・爪や回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ず

エンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

・ディスクは鋭利になっています。素手でさわらない

でください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

囚 ボルト・ナットのゆるみ点検

使用時ごとに各部のボルト ナット、特に爪取付け

ボルトを地締めしてください。新品の場合は、使用

21時間後に必ず増締めをしてください。

固 ジョイントの給油

③グリースニップル

使用時ごとにグリースを注入する。

⑧ジョイントスプライン部

使用時ごとにグリースを塗る。

⑥シャフト

シーズン後にグリースを塗る。

⑨ロックピン

シーズン後に注油する。

〔広角ジョイン卜〕

[4セy トジョイント〕

ジョイントカバーにもグリースニップルが、左右1カ所
ずつあります。グリ スをi主入してください。

@ 

国 オイル量の点検と交換

(1 )オイル盆の点検

作業状態にしてオイルの:!ii:を点検してください。不

足の場合はギヤオイル#90を補給してください。

(2)オイル交換

工場出荷時には給油しでありますので、第 I回目の

交換まではそのまま使用してください。

-チェーンケース

ドレーンボルトを外して、オイルを排出します。注

油口から規定量を給油してください。

.チェーンケース 2

( 

( 



.ミッションケース(UZ)

.ミッションフレーム (AZ)

ぐ

交換箇所 量u) l回目

チェーンケース 1.0 30時間

チェーンケース 2 2.0 30時閑

ミッションケースUZ 1.2 30時間

ミッションフレームAZ 1.0 30時間

2回目以後

250時間

250時間

250時間

250時間

@ 

固 注油・グリース補充

注油・ ・・・・方向輪ーロータリー部ハンドルの注油穴

( .オフセットアームの4カ所

グリース J…深浅ハンドルの回転部

ト・ジョイント回転部

作業前、または8時間ごとに点検補充してください。

団チェーンヲイ卜ナーの調節

作業ごとにチェーンが伸

びます。作業前には必ず

調整をしてください。

・ロックナットをゆるめま

す。工具を使わないで、

必ず手で、ゆるんだ分を

締め込んでください。

※工具で締めるとチェー

ンが伸び過ぎます。

・ロックナットを締めます。

スニップル
(アーム4力所)



固 耕うん爪の種類と本数

あぜぬりの性能に大きく影響します。破損したり、

摩耗した爪は、早めに交換してください。

あぜ切り爪 土あげ爪

A2lR A21L H21L T209L 
UZ 

2本 3本 7本 l本

A21L H2lR T209R 
AZ 

2本 7本 l本

UZ 

〆

あぜ切爪R / 

AZ 

土上げ爪

@ 

回 ウィングの入替え・交換

6分割のウイングは交換できます。

UZの場合は、下図のように食い込み部分の角度に

よって摩耗に差がでます。ウィングの取付位置を入

替えるか、スベーサ(t6 )の差し替えでさらに長く

使えます。

(1)ボタンボルトを外します。

一度に全部外さないで、必要部分から外します。

(2)ウィングを順番に組替えます。

一度に全部外すと、組付けがしづらくなります。

(3)ウィングが全体に減ると.あぜぬり性能に大きく影

響しますので交換してください。

A注意
・摩耗部分は鋭利になっています。必ず手袋をして作

業してください。守らないと、傷害事故につながり ( 

ます。

スベーサ(16)



f 

く

( 地球にやさしく 】
使用済みのオイルをむやみに捨てると環境汚染になり

ます。

(1 )オイルを排出するときは、必ず容器に受けてくださ

い。地面へのたれ流しゃ川への廃棄は絶対にしない

でください。

(2)廃油 各種ゴム部品ーウイングディスクなどを捨て

るときは、お買い求めの農協、販売庖にご相談くだ

さい。

@ 

A警 告
・格納は、雨や風があたらす、平らで固い場所苦

でください0

・あぜぬり機の格納はスタンドを必ず付け、キ4

ーのスト ツ I~ーをかけてください。

・カブラ・ジョイントはあぜぬり機から外して、

に置いてください。

・格納庫には子供を近っけないでください。

守らないと、あぜぬり機が転倒し、傷害事故や担

損傷につながります。


